
令和元年度

農業振興功績者表彰

受 賞 者

なわ た た か し

香 芝 市 縄 田 多賀司
はぎ はら し げ る

曽 爾 村 萩 原 茂
か み ふ か わ え い の う

奈 良 市 上 深 川 営 農



な わ た た か し

縄 田 多賀司

１．現 住 所 香芝市

２．現 職 農業

経営規模：舞茸 ２ｔ（ハウス３棟約４００㎡）
水稲 ８０ａ

３．功績の概要

１） 奈良県内で誰もが成し遂げなかったマイタケ生産に取り組みクヌギ・ナラな

どの自然木のおがくずを菌床とし、栽培研究を重ね芳醇で美味しいマイタケ

生産に成功し、「大和まいたけ」のブランドを確立した。

２） 「大和マイタケ」は、香芝市内の給食に提供されている他、西名阪香芝ＳＡ

で地産地消メニューとして調理されており、香芝市特産品「ＫＡＳＨＩＢＡ

＋」（香芝市独自ブランド）に認定されている。また通販サイト「オイシック

ス」を通じてインターネット販売に取り組み非常に芳醇な風味から「アロマ

イタケ」として好評を博し流通が増加。奈良県のマイタケの総出荷数１６ｔ

の内約１２％にあたる２ｔを出荷している。

３） 香芝市農業委員会の農地委員長を務めた後農業委員会の副会長に就任、市内

の耕作放棄地解消に尽力しており、自ら他の農業委員と共に「かしばふれあ

いフェスタ」において配布する黒豆大豆や「かしば香る味噌」用大豆生産を

行い、地域農業振興に多大なる貢献をしている。



４．推 薦 者 香芝市長

まいたけ工場 クヌギ・ナラの自然木おがくず

洗浄室 小麦ふすま

植付機械 植付後

出荷前 袋詰め



は ぎ は ら し げ る

萩 原 茂

１．現 住 所 宇陀郡曽爾村

２．現 職 農業

経営規模：ほうれん草、水菜、菊菜 １．０ｈａ
（ハウス５０棟）

水稲 １０ａ

３．功績の概要

１）曽爾村ほうれん草部会長として曽爾村産ほうれん草のブランド化に尽力し

「大和寒熟ほうれん草」の産地を確立をした。

２）ほうれん草を中心とした施設栽培において優れた技術を用いて安定的な軟弱野菜

の周年生産体系を確立した。

３）後継者を育成した他、新規参入支援研修生や地域おこし協力隊農業研修生はじめ、

外国人農業研修生を受け入れるなど、担い手の育成に尽力している。

４）牛ふん・豚ぷん堆肥による土作りにつとめ、ペレット鶏糞を中心とした有機肥料

にこだわった環境にやさしい農業を展開するとともに、消費者に安心安全な農産

物を提供するため、QRコードを導入し情報を発信している。

５）曽爾村農業公社において、農産物のブランド化や新産地の形成、担い手づくりな

ど幅広く活動している。



４．推 薦 者 曽爾村長

ハウス内 ハウス棟

〔しゃくやくの花〕

ほうれん草ハウス

ほうれん草 出荷前



かみふかわえいのう

上深川営農
平成５年４月設立

１．事務所の所在地 奈良市

２．組織の概要 農業経営規模
水田 ５ｈａ 水稲栽培 ５ｈａ
作業受託 春作業２５ｈａ 秋作業４２ｈａ
畑 ３ｈａ（ハウス１９棟）水稲育稲３５，０００枚
ケール 大根 かぶ ほうれん草 サツマイモ
スイカの種、栗、梅
観光農園 ２０ａ（ブルーベリー）

３．代 表 者 代表 今 谷 善 一

４．功績の概要

１）平成５年「上深川営農組合」結成 。県下でいち早く集落営農をスタートし、高

齢化や後継者不足などで耕作が困難となる農地の作業受託を行い、耕作放棄地

発生の防止、担い手不足の解消を図り、美しい 田園景観保全に貢献している。

２)ＪＡから水稲苗の育苗を受託するとともに、育苗後のハウスを利用し、各種の

野菜生産を行い、農作業の季節集中や売上の年変動を抑制した通年にわたる雇

用の創出と安定を実現する。

３）ブルーベリー狩り、サツマイモ掘りなど、体験や観光農園事業を展開し、地域

の活性化に貢献している。



５．推 薦 者 奈良市長

事務所 大型機械

ハウス棟 ハウス内

出荷作業 出荷用

ほうれん草 さつまいも


